
 令和２年度 進路指導部 取組概要 

（１）指導目標 
   児童生徒一人ひとりの全面的発達をめざし、その中で自らの在り方や生き方を考え、主体的

に進路を選択、決定、継続する力を身につける。 
 
（２）指導方法 
   各教科を通して取り組むとともに、各機関との連携を図りながら進路学習に取り組んでいく。 
 
（３）取り組み内容 
  ①進路指導及び進路学習 
   ・各事業所見学と体験学習、現場実習（一般事業所、福祉事業所）、専攻科体験学習 
   ・進路学習（進路ガイダンス、先輩の就労に関する経験談、見学や実習等の事前事後学習） 
 
  ②進路相談 
   ・各種手帳や事務手続きに関する相談 
   ・進路決定に関する情報提供など 
 
  ③巡回相談（手帳更新）と各種調査 
   ・療育、身体障害、精神障害者保健福祉手帳の取得状況などの調査 
   ・進路希望調査 
 
  ④進路懇談会 
   ・保護者に対して、在学中に取り組む進路指導及び進路学習について紹介 
   ・福祉サービスや福祉制度についての情報提供 

 
  ⑤進路指導部長会及び和歌山県特別支援学校進路対策協議会、きのくに人材育成協議会 
   ・特別支援学校のおける進路指導等の推進を目的に、各校の進路部長等が今後の指導の在り

方や進路状況についての研究及び協議 
   ・特別支援学校と就労・福祉関係機関との情報交換と連携の推進 
   ・紀北地域の高校生の就労問題等の改善 
 
  ⑥各関係機関との連携及び和歌山県自立支援協議会等 
   ・障害児者の進路や卒業後の生活や就労に関する情報収集及び啓発 
   ・自立支援協議会や就労支援部会（橋本、那賀圏域）、地域生活支援部会への参加 
 
  ⑦卒業生のアフターケア 
   ・進路に関する相談、就労定着支援（関係機関や各種手続きについて紹介、追跡調査、関係

機関とのケース会議） 
   ・余暇活動との連携【青年学級、きのかわブルーウェーブ（ソフトボールチーム）、ブルーダ

イヤモンズ和歌山ＦＣ（サッカーチーム）、ハッピーSC（ソフトテニスチーム）、響（いき
いき交流教室やっちょん）、ドラム輪（rin）（和太鼓ＯＢチーム）】 

 
  ⑧進路開拓、啓発活動、広報 
   ・生徒の多様な就職希望に対応するための、見学や実習先の確保 

・障害者雇用や福祉サービス等についての紹介 
   ・本校の児童生徒の実態や活動状況（進路指導等）又、障害者に対する理解啓発 
   ・アビリンピックや障害者雇用支援ポスター募集の啓発と集約 
 
  ⑨育友会との連携 
   ・育友会進路部との連携 
   ・保護者施設見学会及び交流会への参画 
 
  ⑩つなぎ愛シート（個別の移行支援計画）作成 
   ・卒業後の進路先への引き継ぎ資料の作成 
 
  ⑪同窓会（二十歳を祝う会・文化祭バザー・夏祭り販売） 
   ・同窓会役員会との連携 

・事務関係（案内状作成・印刷） 
 
  ⑫職員研修 
   ・職員施設見学、福祉制度に関する研修会などの計画、実施 


